
ＨＳ通信  ５月号          2023 年 4 月 20 日発 
同封物：年間テスト予定表（A4 版 1 枚）  塾だより（A4 版 1 枚）   

１．今月の予定 

4 月 21 日(金) 英検申込み締切日   
4 月 29 日(土)～5 月 7 日（日） GW 全日休講 本科・個別とも全教室対象 
4 月 28 日(金) 漢検申込み締切日 
5 月 13 日（土） 中入試統一テスト（私立中学受験生対象）      ※１ 
５月中旬 中間試験対策（全中学生対象、無料） 
5 月 18 日（木） 年間テスト代振替（本科生全員+個別中 3 生・受験生）※２ 
5 月 25 日（木） 数検申込み締切日 

6 月 5 日（月）～6 月 10 日（土） 全国統一テスト実施（本科小学進学クラス）授業内実施  ※３ 
 
※１ 私立中学受験の小 5・小 6 生が対象のテストです。時間は授業時にお伝えします。 

GW 前に対策教材「パル」をお渡しします。 
※２ 同封の年間テスト予定表をご参照下さい。 

    本科生（クラス生）全員と個別生の内中 3 生（ただし私立・県立の中高一貫校生は除く）と 
私立・県立中学受験の小 5・小 6 生が対象です。 

※３ 対策教材「パル」を渡しますので事前学習させて下さい。 
  

 
◎塾生の皆さんへ 

GW 期間中は各教科担当から宿題が多めに出ます。勉強の習慣を途切れさせないためにも、 
しっかりやりましょう。 
 
◎中学生の皆さんへ 

5 月下旬に、ほとんどの中学校で中間試験があります。新学年スタートの重要な試験です。 
学校のワークは試験までに三回やるつもりで取り組んでください。塾でも試験前に対策しま

すが、日々の勉強が最も大切です。頑張っていい結果をだしましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



 

２．三検定資格取得のすすめ 

ホーム・スクールではお子様への教育活動の一環として、 
三検定（漢検・英検・数検）の取得を積極的に薦めています。   

主な理由は 
① 努力しての成功体験の積み重ねは「やる気」育成に大きな力となること。 
② 各検定を取得していることが受験で有利な材料になること。 

３年生の２学期までに各検定３級以上を目標に、計画的に取得することが大切です。 
 
第一回 漢検 英検 数検 
申込み締切日 ４月２８日（金） ４月２１日（金） ５月２５日（木） 
実施日 ６月 ９日（金） ５月２７日（土） ７月 ８日（土） 
＊各検定の申込書はお子様に配布中です。 
 
 

３．合格ぱすぽーとの配布（無料） 

    
小学生には中学受験用、中学生には高校受験用の情報誌 

『合格ぱすぽーと』（無料）を、4 月下旬から塾生全員に配布します。 
受験校選びの参考にしてください。 

 
 
 

４．創立５２周年キャンペーン 

『お陰様で創立 5２周年キャンペーン』を年内実施します。ご紹介による入会は、入会金

(11,000 円)が無料になります。また無料体験も実施しています。塾ご検討中の方いらっしゃ

いましたら、お声かけいただきますようお願い申し上げます。 
 

 

 

 

 

 



 

５．クリアブックを忘れずに 

塾の授業と家庭学習を結び付け、通塾効果をより高めるために全塾生

にクリアブックをわたしてあります。宿題表や予定表、プリント類を

入れて授業時に持参するように指導しています。 

 

 

６．学校の年間予定調査にご協力お願いします 

塾の行事を円滑に行うため、学校の予定を調べています。何人かのお子様に依頼しますので、

その際はご協力お願いします。予定表を持たせて頂ければコピーしてお返しいたします。 

 

７．欠席の連絡について 

・事前に教員に届け出る、または 
・総合案内（℡0297‐74‐8717）にご連絡ください 

受付時間 PM２：００～PM１０：００ 

 
 

 

８．封筒のお名前・ご住所をご確認ください 

封筒の宛名は、新たに作成した生徒名簿をもとに印刷しています。 

もし、宛名に間違いなどありましたら、恐縮ですが本総合案内までご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 



 

９．ラインの一斉送信システムのご登録をお願いします 

今月の初めにお送りした「お知らせ」を参考にして、一斉のご連絡用の教室別システムの 

登録をお願いいたします。 

ご不明の場合は、総合案内にお問い合わせください。 

ご協力宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０．ブックガイド 

 

  

           『暇と退屈の倫理学』 国分功一郎 

    

      大事なのは結論でなく過程。哲学だから難しいとは百も承知で  

     読んでみるのはいかがでしょう。文章は平易だからそこまで読み 

にくくはないです。ただ、論理は本物。ロジックにロジックを重ねて 

積み上げる展開はある種、爽快でもあります。読み終わったあとは 

 「よくやった自分！」って褒めたくなるかも。          


